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中
埣
フ
ァ
ー
ム
育
み

　
「
中
埣
フ
ァ
ー
ム
育
み
」
は
、

「
中
埣
町
上
集
落
営
農
生
産
組
合
」

と
「
町
下
営
農
生
産
組
合
」
が
平
成

二
十
三
年
に
統
合
し
て
「
町
区
営
農

組
合
」
と
な
り
、
更
に
法
人
化
を
目

指
し
て
、
平
成
三
十
年
に
設
立
し
た

農
事
組
合
法
人
で
す
。

　
令
和
元
年
は
、
水
稲
四
十
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
大
豆
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

小
麦
八
十
ア
ー
ル
、
露
地
野
菜
八
十

ア
ー
ル
を
作
付
け
し
、
露
地
野
菜
で

は
、
青
ね
ぎ
、
春
玉
ね
ぎ
、
ニ
ン
ジ

ン
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

今
後
は
、
水
稲
の
作
付
け
割
合
を

減
ら
し
、
大
豆
と
露
地
野
菜
の
割
合

を
増
や
し
な
が
ら
、
収
益
を
ア
ッ
プ

さ
せ
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
コ
ス

ト
の
低
減
を
図
る
た
め
、
水
稲
の
乾

田
直
播
栽
培
を
増
や
し
、
乾
燥
調
整

施
設
の
集
約
化
を
進
め
て
行
き
た
い

と
、
岡
野
吉
男
代
表
理
事
が
熱
く
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
取
材
：
邉
見
勝
寿
委
員

地
域
農
業
を
育
む

地
域
農
業
を
育
む

令和元年度事業計画
農地の権利移動等の状況
農業委員会からのお知らせ
農地Ｑ＆Ａ
農家訪問
農家相談のご案内

主な内容

～収集した麦稈は、お盆の迎え火などに使用されます。～

令和元年８月１日
発 行

第25号



み　　さ　　と農業委員会だより 令和元年８月１日（2）

令
和
元
年
度 

美
里
町
農
業
委
員
会
事
業
計
画

　
五
月
二
十
四
日
開
催
の
第
五
回
総
会
に
お
い
て
、
今
年
度
の
活
動
の
主
軸
と
な
る
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
農
業
情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
に
よ
る
農
業
人
口
の
減
少
問
題
や
国
に

よ
る
減
反
政
策
の
廃
止
、
さ
ら
に
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由

貿
易
協
定
）
交
渉
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
交

渉
な
ど
、
貿
易
の
自
由
化
に
向
け
た
動
き
が
加
速
化

し
、
将
来
を
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

 

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
二
十
八
年
度
に
「
農
業
委

員
会
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
農
地
法
に
基
づ

く
許
認
可
事
務
の
他
に
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

が
農
業
委
員
会
と
し
て
最
も
重
要
な
役
割
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
大
崎
地
域
の
農

業
・
農
村
の
よ
り
一
層
の
振
興
・
発
展
に
つ
な
げ
る

た
め
に
も
農
業
委
員
会
が
所
掌
す
る
事
務
の
充
実
と

適
正
な
遂
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
業
者
の
代
表

機
関
と
し
て
農
地
の
有
効
利
用
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
さ
ら

に
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
地
域
農
業
課
題
へ
の
積
極

的
な
関
与
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
農
業
委
員
会
相
互
の
連
絡
調
整
を
図
る

と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
調

査
・
研
究
を
進
め
る
な
ど
組
織
活
動
の
充
実
に
努
め

な
が
ら
、
今
年
度
は
、
下
記
の
重
点
事
項
に
取
り
組

み
ま
す
。

一
．
法
令
に
基
づ
く
業
務

①
耕
作
者
の
権
利
の
保
全
及
び
取
得
の
促
進

②
農
地
の
相
続
等
の
届
出
に
関
す
る
周
知
徹
底

③
優
良
農
地
の
保
全
・
転
用
等
の
効
率
的
利
用
の
促

　
進
、
違
法
転
用
の
未
然
防
止
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
の
強
化
、
農
地
転
用
許
可
後
の
継
続
調
査
、
形
状

　
変
更
に
係
る
着
工
前
の
届
け
出
の
指
導
・
現
地
調

　
査

④
利
用
状
況
調
査
に
よ
る
遊
休
農
地
の
把
握
と
指
導

　
強
化
及
び
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み

⑤
農
地
所
有
適
格
法
人
の
要
件
適
合
性
の
確
認

⑥
和
解
・
紛
争
・
調
停
等
土
地
利
用
調
整

⑦
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
、
農
地
利
用
の

　
確
保
、
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
、
農
地
等
の
集
団

　
化
、
農
業
へ
の
参
入
の
促
進
等
に
よ
る
「
農
地
等

　
の
利
用
の
効
率
化
・
高
度
化
」
の
実
現

二
．
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
中
核
的

　
　
担
い
手
及
び
生
産
組
織
の
育
成

①
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
促
進
、
農
地
の
貸
借
、

　
売
買
に
よ
る
利
用
集
積
を
推
進
し
、
農
地
の
有
効

　
活
用
、
認
定
農
業
者
の
生
産
規
模
拡
大
、
効
率
的

　
で
安
定
的
な
経
営
体
の
育
成
支
援

②
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
の
支
援

③
農
地
中
間
管
理
事
業
活
用
の
推
進

三
．
農
業
経
営
・
生
産
環
境
の
整
備
促
進

①
町
等
関
係
機
関
に
対
し
、
農
地
等
の
利
用
最
適
化

　
の
推
進
に
関
す
る
事
項
を
効
率
的
・
効
果
的
に
実

　
施
す
る
た
め
の
施
策
の
改
善
に
つ
い
て
の
具
体
的

　
な
意
見
の
提
出

②
新
規
就
農
者
・
青
年
農
業
者
へ
の
支
援

③
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
促
進

④
農
業
委
員
会
委
員
に
よ
る
相
談
業
務
の
充
実

⑤
税
務
関
係
部
局
と
の
連
携
に
よ
る
税
務
相
談
対
策

⑥
全
国
農
業
新
聞
・
全
国
農
業
図
書
の
普
及
拡
大
に

　
よ
る
情
報
活
動
の
充
実

⑦
賃
借
料
情
報
提
供
の
実
施
及
び
適
正
な
農
作
業
標

　
準
賃
金
の
策
定

⑧
食
農
教
育
の
推
進

⑨
家
族
経
営
協
定
の
推
進

⑩
法
人
化
そ
の
他
農
業
経
営
の
合
理
化
に
関
す
る
支

　
援

四
．
農
業
委
員
会
組
織
体
制
の
整
備

①
総
会
議
事
録
の
公
表

②
農
業
委
員
会
活
動
の
周
知
徹
底
、
農
業
委
員
会
だ

　
よ
り
の
年
２
回
の
発
行
、
町
広
報
誌
の
活
用
、
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
総
会
開
催
日
の
周
知
等

　
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実

基
本
方
針

主
な
重
点
事
項



農業委員会だよりみ　　さ　　と（3）令和元年８月１日

農地の権利移動・設定・転用等状況
（平成３０年４月から平成３１年３月まで）

項　目 事　　由 件数 面積　㎡

合　　　　　計
自　己　転　用
権利移転を伴う転用

農地として利用す
るための移動
（農用地利用集積
計画）

農地として利用
するための移動
（農地法第３条
許可）

所有権
移　転

小　　　計
交　　　換
贈　　　与
売　　　買

農地の転用
（農地法第４・５条許可）

農地法第１８条通知（賃貸借等の解約）

賃貸借権の設定
使用貸借権の設定
合　　　　　計

利用権の設定（賃貸借）
所有権移転（売　買）
所有権移転（交　換）
農 地 中 間 管 理 事 業

合　　　計

7
9

－
16
13
8

37
171
77
53
－

250
380

3
24
27

11,162
56,763

－
67,925
69,610

189,942
327,477

1,352,267
509,575
248,245

－
2,603,733
3,361,553

2,309
21,361
23,670

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

　全国農業新聞は地域農業者の
代表である農業委員会のネット
ワークが発行する週刊の農業総
合専門誌です。
　ぜひご購読ください。

農家のための情報誌

●発行日：毎週金曜日

●購読料：月額７００円

●申込先：農業委員会事務局

全国農業新聞

年　月 農地調査委員会 総　会

令和元年８月 15日（木）

13日（金）

15日（火）

14日（木）

26日（月）

26日（木）

25日（金）

25日（月）

　　　　９月

　　　　10月

　　　　11月

美里町農業委員会総会等開催予定日

※各種行事等により日程は変更になることもありますので、その際はご了承願います。
※12月以降の開催日については、広報みさと及び次回農業委員会だより（12月１日発行）でお知らせします。



【農地パトロールの目的】

①農地利用の確認

②遊休農地の実態把握と発生防止・解消

③違反転用の発生防止・早期発見

み　　さ　　と農業委員会だより 令和元年８月１日（4）

　農業委員会は、農地法に基づき、毎年１回、町内の全農

地の利用状況について調査を行うことが義務付けられてい

ます。農地に立ち入る場合もありますので、ご理解をお願

いします。

　調査の結果、遊休農地または遊休化のおそれのある農地

を把握した場合には、その所有者等を対象に、今後の農地

に対する意向調査を行いますので、ご協力をお願いします。

【農業委員会からのお知らせ】

農地パトロール（利用状況調査）の実施について
（実施日：８月１日・２日）

Ｑ１：農地を相続する予定ですが、農業委員会への届け出は必要ですか？

Ｑ２：将来に備え、農地を「宅地」に地目変更しておくことはできますか？

Ｑ３：自分の農地なら自由に転用できますか？

⇒法務局での相続登記が済みましたら、農業委員会事務局へ届け出する必要があります。

⇒農地を農地以外の用途に変更することを「農地転用」といいますが、農地転用の申請をする際は、
　転用目的（居宅建築や駐車場設置など）を明確にし、詳細な事業計画（資金や経費、実施日など）
　が必要となりますので、ご質問のような場合は地目変更できません。

⇒農地が農業振興地域の農用地区域内にある場合や、集団的に存在し良好な営農条件を備えている
　農地などは、自分の農地であっても転用できませんので、事前に農業委員会へお問い合わせくだ
　さい。

－農地 Ｑ＆Ａ－

農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
農
地
の
所
有
者
、
ま
た
は
借
り
て
い
る
方
は
、

そ
の
農
地
を
適
正
に
管
理
し
、
効
率
的
に
利
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
農
地
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
雑
草
が
繁

茂
し
た
農
地
が

見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
病
害
虫
等
に

よ
り
周
辺
の
農

地
等
に
悪
影
響

を
与
え
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
定
期
的

に
草
刈
り
を
し
、

適
正
な
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

お
早
め
に
ご
相
談
を
！

　
農
業
委
員
会
に
は
、
現
在
農
業
を
営
ん
で
い
る

方
が
、
高
齢
や
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理

由
に
農
地
を
貸
し
た
い
（
売
り
た
い
）
と
３
月
頃

に
相
談
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
貸
し
た
い
（
売
り
た
い
）
農
地
の
面
積
が
大
き

い
ほ
ど
、
す
ぐ
に
は
借
り
手
（
買
い
手
）
が
見
つ

か
ら
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
農

家
相
談
日
や
最
寄
り
の
農
業
委
員
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。



小麦刈取り中の功さん

農業者年金に加入しましょう！

加入要件（次のすべてに該当）

① 年間６０日以上農業に従事している

② 国民年金の第１号被保険者（保険料免除者

は除く）である

③ 年齢は２０歳以上６０歳未満である

～農業者年金の特徴～

・少子高齢時代に強い積立方式・確定拠出型の年金です。

・保険料の額は自由に決められます。（月額２万円から６

万７千円まで）

・終身年金。８０歳前に亡くなられた場合でも８０歳までの

保証付きです。

・保険料の全額社会保険料控除など税制面の優遇措置

があります。

・認定農業者など意欲ある担い手には保険料の国庫補

助があります。

農業委員会だよりみ　　さ　　と（5）令和元年８月１日

農家訪問農家訪問 中二郷慶半　樋口　功さん中二郷慶半　樋口　功さん

　以前から長男が社会人になったら、自分は専業農家にな

ると決めていた功さん。その長男が社会人になる少し前の

昨年７月に、長年勤務した会社を退職し、専業農家の道へ。

現在は自作地６ヘクタールで農業経営をしています。

　抵抗感はなかったとのことですが、それにはお義父さんの秀夫さんの指導・助言はもちろんの

こと、中二郷営農組合慶半班のメンバー６人の協力も大きな力となりました。現在、この仲間達

と小麦８ヘクタール、大豆１３ヘクタールの転作にも取り組んでいます。

　「今は無我夢中の状況で、規模の拡大よりも自分が関わる圃場の管理や栽培を丁寧に確実に行

うことが目標です。」と穏やかに語る功さんからは、頼もしい力強さも感じることができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取材　　鈴木幸博委員

無
我
夢
中
の

農
業
一
年
生

！



農家相談のご案内

開催日 ８月５日（月）、９月５日（木）、１０月２１日（月）、１１月５日（火）、 １１月２０日（水）

時 間 午前９時から１２時まで

場 所 美里町南郷庁舎 農業委員会会長室

耕作地をもっと

増やしたい．．．

経営改善したい．．．

地
域
農
業
振
興
に
貢
献

農業委員会だより み　　さ　　と

　
我
が
国
を
取
り
巻
く
農
業
情
勢
は
、
人
手

不
足
や
異
常
気
象
、
遊
休
農
地
増
加
な
ど
の

諸
問
題
を
抱
え
、
年
々
深
刻
さ
を
増
す
ば
か

り
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
日
本
農
業
は
主
と
し
て
人
手

不
足
解
消
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
や
無
人
農
業

用
機
械
な
ど
の
I
T
や
A
I
技
術
を
活
用
し

た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
い
う
新
時
代
へ
、

今
、
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
導
入
に
は
コ
ス
ト
の
問
題
や
、
操
作
す
る

人
手
不
足
な
ど
課
題
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

新
時
代
と
な
っ
て
も
、
安
全
･
安
心
な
食
糧

を
生
産
す
る
基
本
理
念
は
忘
れ
ず
に
い
た
い

も
の
で
す
。

　
最
後
に
、
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と

元
号
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
農
業
委

員
は
今
後
も
変
わ
ら
ず
に
必
要
な
情
報
を
皆

様
に
提
供
し
、
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
編
集
委
員
長
　
　
尾
形
　
　
司

　
　
　
　
発
行
責
任
者
　
　

　
　
　
　
　
会
　
　
　
長
　
　
伊
藤
　
惠
子

　
　
　
　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
編
集
委
員
長
　
　
尾
形
　
　
司

　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
　
福
田
な
ほ
子

　
　
　
　
　
委
　
　
　
員
　
　
邉
見
　
勝
寿

　
　
　
　
　
委
　
　
　
員
　
　
小
野
　
保
裕

　
　
　
　
　
委
　
　
　
員
　
　
柴
山
　
真
二

　
　
　
　
　
委
　
　
　
員
　
　
鈴
木
　
幸
博

編 

集 

後 

記

令和元年８月１日（6）

※12月以降の開催日については、広報みさと及び次回農業委員会だより（12月１日発行）でお知らせします。

　農業委員会では、農家の皆さんの悩み・疑問に応えるため、農業委員による農家相談を開催
しております。
　農地や農業に関する困りごと等の相談を受け付けますので、お気軽においでください（予約
は受け付けておりません。受付順となります。）。

伊藤惠子会長 受章

　
五
月
三
十
日
、
伊
藤
惠
子
会
長
が
、

は
な
や
か
代
表
取
締
役
と
し
て
黄
綬

褒
章
（
業
務
精
励
）
を
受
章
し
ま
し

た
。

　
伊
藤
会
長
が
経
営
す
る
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
、
地
元
で
生
産
さ
れ
た

旬
の
野
菜
等
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を

提
供
し
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
り
、

地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
き
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
黄
綬

褒
章
受
章
と
な
り
ま
し
た
。


